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第３次匝瑳市行政改革大綱（平成２８～令和元年度）の取組結果  

 

 

○ 行政改革大綱の目的  

「新たな行政課題に対応し、将来にわたって持続可能な行政運営への

転換」  
 

○ 計 画 期 間 ： 平成２８年度  ～ 令和元年度（４年間）  
 

○ 策 定 年 月 日 ： 平成２８年２月２５日  
 

 

 

１ 大綱策定にあたっての基本的な考え方・キーワード・重点課題など  

 

歳入総額に見合った歳出総額とする財政運営に努め、新たな行

政課題に対応し、将来にわたって持続可能な行政運営への転換を

図ること。  

 

２ 総括的数値目標と目標に対する結果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  経常収支比率   

計画期間（平成２８年度～令和元年度）の各年度における経常

収支比率の８０％台の維持  

 【各年度における経常収支比率の推移】  

平成２８年度  平成２９年度  平成３０年度  令和元年度  

 

８９．７％  ９０．４％  ９１．７％  ９４．５％  

 

２  財政調整基金残高   

令和元年度末における財政調整基金残高の３０億円台の確保  

  【令和元年度末の財政調整基金残高】  

   ２７億４，８６１万５，０００円  
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３ 持続可能な財政基盤の強化等  

 

【主な取組】  

・  匝瑳市市税等徴収計画に基づく市税等の滞納額の削減  

・  広報そうさ、市ホームページ、市内循環バスに有料広告を掲載  

・  年間を通じた節電対策  

・  未利用市有地の売却  

・  ふるさと納税の推進  

 

 実  績   

・  匝瑳市市税等徴収計画に基づく市税等の滞納額の削減  

・  未利用市有地の売却⇒平成２８年度から令和元年度まで合計２，２０

０万円  

・  ふるさと納税の推進（インターネットを介しての寄附の受入れやクレ

ジットカード決済を継続して行い、ふるさと納税の効果的な実施を図

った。）  

 ⇒平成２８年度から令和元年度まで合計１億２，６００万円  

 

４ 協働・民間委託等の市の役割の再構築等  

 

【主な取組】  

・  匝瑳市市民協働指針等による協働の推進  

・  広報紙、ホームページ等による行政情報の提供  

・  広報紙、ホームページによる審議会等の審議結果の公表  

 

 実  績   

・地域の課題解決や、活性化を図るため市民等が主体的に取り組む事業

に要する経費に対し、支援をする匝瑳市市民提案型事業を実施  

 ⇒１０団体採択（新団体設立支援４団体、団体ステップアップ支援４

団体、子どもまちづくり提案型２団体）  
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・行政運営の透明性の向上を図るため、市民などを構成員とする会議の

結果を公表⇒公表している会議数５３  

 

５ 組織機構の見直し・定員管理・給与の適正化及び人材育成の推進等  

 

【主な取組】  

・  行政需要の変化に対応した効率的な組織機構の見直し  

・  常勤特別職職員の給与適正化  

・  匝瑳市人材育成計画に基づく総合的な人材育成等  

 

 実  績   

・手続き及び相談等における利便性の向上並びに窓口のワンストップ化

を図るため、市民利用の多い課を１階に、学校教育課をふれあいセン

ター内に配置する庁舎内のレイアウトの見直しを行った。（平成２９年

度）  

・妊娠期から子育て期までの総合相談窓口として福祉課に子育て世代包

括支援センター（基本型）を、健康管理課に子育て世代包括支援セン

ター（母子保健型）を設置した。（平成３０年度）  

・常勤特別職職員の給与適正化⇒平成２８年度～令和元年度合計８７６

万円の削減  

 ※給料月額（市長１０％、副市長・教育長５％）、期末手当（市長・副

市長・教育長５％）の削減によるもの  

・匝瑳市人材育成計画に基づく総合的な人材を育成するため、各種職員

研修を実施  

 

  本市では、令和２年２月に「第４次匝瑳市行政改革大綱」を策定しました。

令和２年度以後の行政改革については、この大綱に基づき推進していきます。  


